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1． 序

　観測 か ら信頼で きるデータを取 得するた め に は、使用 され て

い る測器 の 特性を知 り、可能な限 り補 正 を行うこ とが重要 である。
また、測器 が 新 モ デル へと更 新され る際 に 新 旧 ともに 適切 な補

正 を行 わ な け れ ば 人 工 的なシ グナ ル が デ ー
タセ ッ トに 出 現 し、

我 々 の 現象 の 理 解 は 妨 げ られ る。Global　Telecommunications

System： GTS を用 い るこ とで 世 界中に 展開されて い る現業ゾン

デ観測 網 で 使用 され て い る Vaisala　RS80 　radiosonde 　syste 皿 は

今世紀 に 入りRS92 へ と更新されたが 、現在 で もなお RS80 は 研

究 べ 一ス で 使用 され て い る。

　 我 々 は 2004 年 12 月 よ り毎 北 半 球 冬 季 に Soundings　 of

Ozone 　and 　 Water　in　the　Equatoria1　Region（SOWER ）campaign

をイン ドネ シ ア、西 太平洋領域 で 展開 してお り、RS80 （気 温 、気

圧 、相対湿度）と Cryogenic　Frostpoint　Hygrometer （CFH ）（霜

点 温 度、GPS 高度）の 同 時 飛 揚観測 （昼 間 32回、夜 間 4 回 ）を

行 っ て きた。観測 に は 誤 差 が含まれ るが、特 に 気圧 と気 温 の 誤

差を正 しく評価することはこ の 両者 に 依存する温位座標系で 現

象を捉え る際 に極 め て 重要で ある。

　本発表 で は、SOWER 　campaign に お い て 気圧、気温、水蒸

気 量 お よび 緯 度、高度 に依存す る重 力 加速度 g （φ，z）を用 い

て 積分され る高度 （zpru ）と同 時観測 され た GPS 高度 （ZGps ）の

比 較を行うこ とに よりradiosonde の 気圧 、気温 デ
ー

タを補正 する

方法 につ い て 考察 し、その 結果を紹介する。

2． 解析

　図 1の 実線 は SOWER 　campaign で 観測され た ジオ ポテ ン シ

ャル ハ イ ト   と ZGps とに つ い て 両者の 差 Z −
ZG・ps を求 め 、そ

の 鉛直分布 （（a）昼間観測 、（b）夜間観測）を示 した 例で ある。
また白線 はそ の ± 1 分の 移動 平 均値 で ある。Z は

一
定 の 標 準重

力 （g 声 9．80665，WMO ，1901）を用い て 定義 され るた め 、　Z −

ZPTU （破線）は 図 の ように傾 い た 分 布 を示 す。　 zrru が ZGPS と等

しけれ ば 、図の 黒線 と破 線 は 二
致す べ きで あるが、黒線 お よび

白線 は 特 に 成 層 圏 にお い て破線 と大きく異なっ た 値 を示 して い

る。こ の ような特徴 は 全 て の 観測結果 に 共 通 して 認 め られ、気
温 、気圧 、水 蒸気量の 観測誤 差 に 起 因 す るもの と考えられ る。
これ らの 誤 差 は 、g （di　 t

　z）を 用 い て 積分 され た zpru が 同 時 観

測され た zcps に
一

致す る解 を各物 理 量 に つ い て 求 め ることで

見 積 もることが で きる。しか し、こ の 気 温 と気 圧 と水 蒸気 量 の 3

者 に依存する Zf・ruを用 い てこれ らを同時 に補 正 するこ とは 不 可

能で あるの で 、次の ような仮定 の 下で 考察を進 め る。

　 まず、水蒸気 に っ い て SOWER 　campaign で は極 め て 高精度

で 水蒸気 量 を評 価 す るこ とが 可 能 で あ る CFH によ る霜 点 温 度

測定も行 われ て お り、この データを真 の 水蒸気 量 とし て 用 い る。
つ ぎに RS80 にお ける気温 誤差 は キに 日射 の 影響 を正 しく補正

で きて い な い た め で あ り、夜間観測に お い て は 気温 biasは 無視

で きる （Luers　and 　Eskridge，1998；Steinbrecht　 et　 al．
，
2008）と

仮定する。こ の 結果 、夜 間 観測データの み を用 い て 獅 庖 求め 、
ZGps と比 較するこ とに より気圧補 正 量を求 め ることが で きる。

　 最後 に、気圧 biasは 昼夜 に よる差異 が無 い と仮定 し、夜 間

デ ータか ら見積もられ た気 圧 補 正 を昼 間観測 デ ータにつ い て も

適 用 する。この 結果 、昼 間の 珂 ・ru と ZGps の 差か ら気 温 補正 量を

求める ことが で きる。

3． 結果

　 図 2 （a）は 夜間観測 デ ータの み を用 い た ZGps と ZPTU とか ら

求められ た気圧補正 量 （ただ し図 は biasとして 図示、つ まり補

正 量 と符号が 逆）の 鉛直分布 で あ り、折れ 線 が 平均 値、バ ーが

95 ％の 信 頼 区 間 で あ る。高度 2km をピ
ー

ク に 高度 10　km 以 下

で は 止 の biasが、逆 に 高 度 10　km 以 上 で は負 の biasが 見 出 さ

れる。対流圏 にお い て は個 々 の 観測間の ばらっ きが 大きくバ ー

の 範囲が 広 が っ て い るが 、 高度 2km お よび 高 度 15k皿 以 上で

biasは 有意で ある。

　 図 2 （b）は 昼 間観測 デ ータ に っ い て （a）で 得 られ た 気 圧

biasを補 正 した後 、ZGps と π u とか ら求 め た 気 温 biasで あ る。
気 温 に は 有意な biasは 見 られ なか っ た。

　今圓の 解析 により見積もられ た 気 圧 biasは 熱帯対流 圏 界層

に お い て約 0．4K 程度 の 温 位 biasをもたらす。

3530

　 25

至2。

1
煢

’，

　 105

　 　 　 　 　 　 　 BIO29
　 　 Lounch　lime　＝　08：2フ：5飾
ValsqEa　n 凵 mber 　昌　6」53e3711635

　 　 　 　 　 　 　 BIO33
　 　 Lounch ヒime ＝22 ：16 ：0フ噸
Voisqlq　number ＝72140461Q 嵶

30

　 25

夏2。

誘

煢　
i5

　 105

『

x

＼

　＼
　 ＼

　 丶
　 　 ＼　　 1

、−

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0
−300 　　

− 150 　　　D　　　　l50 　　　3QO 　　
− 300 　　

− 150 　　　0　　　　］50 　　　30D

　 　 　 Z − zGPS ［m ］　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Z　 zGPS ［m ］

（a）：昼 間観測 （b）： 夜間観測

図 1．（a）： Z − ZG 円 （黒線 （生 データ）と 白線 （± 1 分移 動 平均 ））と

Z − ZPTU （灰 色破線）の 鉛直 profile。昼 間観測例に つ い て。（b）：（a＞と

同様．ただし夜 間観測 にっ い て。
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（a ）： 気圧 bias
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（b＞： 気温 bias

図 2．（a ）： 夜 間観測 データか ら求 められた気 圧 biasの 平均 値 （実 線）

お よび 95・％の 信 頼 区 間 （バ ー）。（b）；（a）と同 様 。た だ し昼 間 観 測 デー

タか ら求められ た気 温 biasにっ い て 。
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